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In this note, we prove that Tax Accounting Systems are Complex Systems. Moreover, We
present a concept of Fuzzy Tax Accounting Systems.
1．はじめに
税務会計システムは、所得税、法人税、相続税、消費税などの租税について会計的に取り扱う
システムであるが、もう少し狭く考えて、法人税法上の課税計算をするための会計システムと考
える。税務会計は法律により強制されるものではないが、企業会計に大きな影響を与えている。
企業会計を前提にはしているが、租税原則により修正・調整を受ける。
本稿では、税務会計システムが複雑系であることを示し、その特性を考察する。
2．税務会計システム1−3
ここでは参考文献1−3に基づき税務会計の以下で必要となる部分を概観する。
まず、税務会計の体系を富岡、中田の両氏の説をもとに考察する。富岡は以下に示す体系を提
示した4。
①税務会計原理論
税務会計規定の妥当性を批判的に検討し、課税所得概念等を究明するとともに適正妥当な課税
標準の計測原理を確立することにより、租税をめぐる配分的社会正義の実現を図るための研究。
②税務経営管理論
タックス・マネジメントとしての企業の経営管理面におけるタックス・プランニングとタック
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ス・コントロールをとりあげるデシジョン・メーキングのための税務情報論の研究。
③税務会計解明論
税務会計規定の一般的・基本的理解、税務会計の独自的理論の研究をなし、税務会計システム・
税務会計制度の具体的・実践的解明を中心として税務会計知識を習得するための研究。
中田は「課税所得と税額は幾らか、その結果は財務諸表における税金の表示にどのように反映
されるか、さらに最有利な税負担をもたらす税務計画は何か」というアカンタント・アプローチ
の観点から、以下のように分類している5。
①課税所得論（税額計算を含む） 税法会計
税法に基づく課税所得および税額の算定と報告について、理論的そして実践的な研究を行なう。
②税金に関する財務報告論（法人税等の会計） 税効果会計
財務諸表における税金の会計処理とその表示に関する問題を取り扱う。
③税務計画論 税務管理会計
経営者の計画設定や意思決定に当たり、租税負担が合理的に最有利になるような選択方法に関
する情報を提供するものであり、税務計画をその内容とした、税務管理会計ともいえるものであ
る。
次に課税所得と企業の利益について考える。課税所得は
益金－損金
で計算され、企業の利益は
収益－費用
で計算される。課税所得は企業の利益をもとにして計算されるが、益金と収益、損金と費用は必
ずしも一致しないので、課税所得と企業の利益は一致しない。そのため、課税所得は以下の式で
求める。
課税所得＝企業の利益－益金不算入＋益金算入＋損金不算入－損金算入
最後に法人税率について確認する。平成26年度では法人税の基本的な税率は
22.5%
であるが、中小会社では課税所得が年800万円以下の部分については、その税率は
15%
となる。
なお、本稿では人（意思決定者、経理課員、顧問税理士・会計士など）も税務会計システムに
含める。
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3．複雑系
複雑系はいろいろな分野で研究されているが、複雑系についての統一的な見解は今のところ存
在しない。ここでは牧野の考え方を概観する6。
牧野は、プリゴジンの「散逸構造7」、ハーケンの「シナジェティクス8」、津田の「カオス結合
系9」を比較して、これらに共通するものとして、複雑系について以下のような定義をしている。
複雑系とは「外力によって、平衡からかなり離れた状態におかれたとき、要素
の変化から新しい秩序をつくりながら、自らを活性化し続ける非線形システム」
である。そして、複雑系の本質は、「多様で革新的で協調性の高い発展が続く」
ことにある。
そして、複雑系の基本要素として次の3つを挙げている。
①状態：（外力による）非平衡状況
②特性：非線形
③機構：自己組織化
また、数量化できない場合の非線形性については次のように定めている。
線形性を広く、「入力と出力のあいだにおける一義的な決定性やある種の比例
性」と解釈し、非線形を「入力と出力のあいだにおける上述の線形性を持たな
い、柔軟で多義的な反応」と解釈しても大きな誤りをおかさないであろう。
本稿では、牧野の考え方を参考にして、複雑系を以下の①～③の性質を持つようなシステムと
定義する。
①各要素がばらばらでなく、要素間に相互作用が存在している。
②非線形性を有する。
③外力あるいは環境の変化によって、非平衡状態におかれたとき、自己組織化的に新しい平衡状
態をつくる。
非線形性については牧野の定義を用いる。
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4．複雑系としての税務会計システム
ここではまず税務会計システムが複雑系であることを示す。
①相互作用
課税所得の産出は税法データと企業会計データからすでに述べた次式で算出される。
課税所得＝企業の利益－益金不算入＋益金算入＋損金不算入－損金算入
この式は税法データと企業会計データとの関係を示す式であり、これらのデータの相互作用を表
していると考えられる。この式だけでなく、税法データと企業会計データが密接な関係で結びつ
いていなければ、税務会計システムは機能が果たせないので、要素間の相互作用は存在している。
②非線形性
法人税率は大企業では一定であるから、課税所得と算出税額の間には比例関係が成立する。中
小企業の場合は、厳密に線形性が成立しないが、かなり線形に近い関係である。ただし、すでに
述べた課税所得の算出式を考慮すると、企業利益と課税所得の間には、一般的には線形性は成立
しない。また、税法には、その選択によって合法的に租税負担を軽減できる規定が多く存在する
が、これは多義性の存在を示している（牧野の定義では多義性も非線形システムと考えている）。
さらに、税務会計システムは税務に関する意思決定という機能も有しており、意思決定者（経営
者）が代われば、意思決定も変わるという意味での多義性も有している。
以上より、税務会計システムは非線形システムであることが示せた。
③新たな平衡状態への移行
外力としてはまず政府や地方公共団体による税制の変更がある。そのような変更はほぼ毎年行
なわれるが、税務会計システムは柔軟に対応し、新しい平衡へと移っていく。また、会計基準の
変更も外力として存在するが、このような変更にも柔軟に対応し、新たな平衡へと移っていく。
以上より、税務会計システムが複雑系であることが示せた。
次に、ファジィ集合の観点から考察する。ファジィ集合は L.A.ザデーにより提唱された理論
である10。通常の集合では、境界が明確に定められているため、要素がその集合に属すか属さな
いかは一意に定まる。これに対して、ファジィ集合は集合の境界があいまいで明確には定められ
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ず、要素がその集合に属する度合いを示すことにより集合が表されている。このファジィ集合に
属する度合いを表すのもがメンバーシップ関数である。
税法システム、企業会計システム、税務会計システムは、密接な関係があるが、それぞれが独
立したシステムと考えられている。ここで、この3つのシステムからなる集合を考える。通常の
集合では、このシステムを税務会計システムとみなすことはできないので、この集合をファジィ
集合と考える。税務会計システム（およびその要素）のメンバーシップ関数を常に1として、他
の二つのシステム（およびその要素）のメンバーシップ関数を1未満に定めておけば、このファ
ジィ集合を（広義の）財務会計システムとみなせる可能性がある。すなわち、税務会計システム
を境界があいまいな複雑系としてとらえることが可能となる。
5．終わりに
本ノートでは、税務会計システムをシステム論的に考察し、複雑系であることを示した。本稿
では、複雑系であることを示しただけであるから、今後は複雑系としての税務会計システムの特
性を研究してゆきたい。また、広義の税務会計システムをファジィ集合を用いて定式化したが、
企業会計システムや税法システムのメンバーシップ関数をどう定めるのかなど基本的な問題が解
決されてない。ファジィ集合を用いた広義の税務会計システムの解明はこれからの研究にかかっ
ている。
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